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今回のミッション

岩手医科大学より、宮古保健所への移動を仰せつかる。

宮古保健所でA班と合流、A班が本部機能を担う。

 B班は宮古医療圏の病院情報の収集任務。

災害拠点病院である県立宮古病院へ移動。

宮古病院より、

 市内訪問看護ステーションで嘔吐・下痢症患者が多数発生のため

状況確認の依頼。

 多数患者の整理についての相談。

 酸素ボンベ不足についての相談。





宮古保健所から県立宮古病院へ

県立宮古病院の状況
建物の倒壊の恐れはなし
ライフライン
電気×→自家発電で残2日
ガス×
水道×→くみ上げポンプが修理できれば、2日分

防災無線と衛星携帯電話はつながったりつながらなかったり
近隣多数死傷者あるも詳細は不明



県立宮古病院内 本部設置・運営開始



衛星携帯が設置できない！！！



宮古病院での活動内容

県立宮古病院 県立山田病院 岩泉病院 田野畑診療所 の情報収集

近隣訪問看護ステーションの情報収集

酸素ボンベの調達

重油の調達・調整

軽症者多数来院し、混雑。院内の混乱回避のため導線確保・設定

待合用のテントを要請する。

軽症患者対応のテントの調達

宮古保健所災対本部（A班）との本部会議

避難所の調査・アセスメント



まとめ
出来たこと

 チーム内でリーダー、サブリーダー、記録、連絡、ドライバーと役割を決めて役割発揮ができた。

 チーム内のCSCAを意識して行うことができた

 指揮下内でCSCAを遵守し活動できた

反省点

 通信機能の立ち上げに時間を要した。環境を考慮し設置する事に苦労した。

 チームのロジとして積極的に情報を取ること、判断、行動することが難しかった。

 様々な情報収集ツールの種々な活用

 連絡の確実性を上げるため、物資の必要な根拠、数量、容量など確実に確認する事、

必要時はメールなど文章で送ることが必要であった。



ご清聴ありがとうございました。

研修主催にご尽力頂きましたことに感謝いたします♡
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